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　令和７年度は、３期目最後の本格予算執
行の年であり、第６次江差町総合計画・後
期基本計画５年間のスタートの年となる。
　室内遊戯施設を核とした道の駅整備を進
める「北の江の島構想」、パートナーシッ
プ宣誓制度導入などの「不幸ゼロのまち」、
運行日数拡大により利便性が増す「江差マ
ース」など、「誇りある暮らしを未来へ紡ぐ」
ための政策を着実に推
進していく。
　皆様の力を結集し、
「自分たちごとのまち
づくり」の前進に向け、
全身全霊を注いで町政
運営にあたっていく所
存である。

　予算の大半を占める令和７年度一般会計予算は６７億３，４００万円と、昨年度に比べ５億６，９７０万円
（９．２４％）の増額となりました。
　歳入は、町税総額で９，１８７万円（１２．６％）増や、地方交付税では４，８３２万円（１．８％）と歳入増
を見込み、政策的事業・建設事業などに対し、財政調整基金（積立金）を３億円取り崩し賄われます。
　一方、歳出は、町道や公営住宅などの生活基盤整備事業や、防災情報伝達システム整備などの地域づくり事
業、産業基盤事業などが予算化され、議員から事業の進め方や今後の見通しなどについて質疑が行われました。

町政執行方針

執行方針を表明する
照井町長主要施策

１　３つの重点施策
　⑴　�地域の活性化を目指した取組
　⑵　再生可能エネルギーに対する取組
　⑶　�住民生活の向上と安全・安心のま

ちづくり
２　産業基盤の維持・強化のまちづくり
３　不幸ゼロのまちの実現
４　地域・未来を担う⼈づくり
５　地域を⽀える社会基盤の整備
６　将来にわたり持続可能な行財政運営

令和７年度一般会計予算　金額及び割合

令和７年度　一般会計予算令和７年度　一般会計予算
総額67億3,400万円を可決総額67億3,400万円を可決

令和７年度一般会計は令和７年度一般会計は

前年度比で前年度比で9.24％増9.24％増

自主財源
30.8 ％

依存財源
69.2 ％

町税
8億1,764 万円

使用料及手数料等
6億1,783 万円

繰入金
6億3,917 万円

地方交付税等
29 億6,056 万円

国庫支出金
5億9,795 万円

道支出金
3億3,915 万円

町債
7億6,170 万円

歳 入
（財源）

義務的経費
25 億7,830 万円

投資的経費
9億4,090 万円

その他経費
32 億1,480 万円

議会費
6,448 万円

総務費
14 億1,517 万円

民生費
17 億70 万円

衛生費
4億9,375 万円労働費

2,226 万円

農林水産業費
2億4,625 万円

商工費
2億6,671 万円

土木費
5億4,100 万円

消防費
7億7,496 万円

教育費
6億9,603 万円

公債費
5億1,229 万円

その他
40 万円

歳 出
（使いみち）
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◎今年度の当初予算（一般会計）の主なものは
１　住民生活の利便性と活力の向上
江差マース事業	 1,950万円
江差マースの運行業務、受付業務に係るもの。
これまで週３日だった運行を週５日とする。
北の江の島構想推進	 1,404万円
魅力ある施設づくりのため、設計・維持管理業務
を担う運営企業を選定し、事業開始につなげる。

２　再生可能エネルギーに対する取組み
再生可能エネルギー推進事務	 720万円
公共施設FS（ファジビリティスタディ）調査を行
い、　江差町に適した再エネの活用検討を進める。
南が丘小学校体育館ＬＥＤ	 870万円
体育館証明をＬＥＤに改修し、省エネルギー化を
図る。

３　安全・安心の地域づくり
防災情報伝達システム整備	 4億7,100万円
災害時緊急情報等を収集し、円滑かつ迅速に携帯
電話や個別受信機等を通じ住民へ伝達するため、
防災情報伝達システムを整備する。
帯状疱疹ワクチン予防接種	 220万円
助成
令和７年４月から定期接種となる帯状疱疹ワクチ
ンについて、個人の重症化予防の観点から一部費
用を助成する。

４　産業基盤の維持・強化
ふるさと応援寄附金対策	 3億7,580万円
ふるさと応援寄附金の返礼品を通じ、特産品開発
や地域経済への振興を図り、地方創生へつなげる。
　※　基金への積立金２億２千万円を含む。

地域おこし協力隊配置	 1,560万円
地域農業の担い手及びマリンピング事業・日本遺
産事業推進のため、地域おこし協力隊を３名雇用。

５　子ども子育て支援及び不幸ゼロの町の実現
子育て支援センター整備	 9,350万円
日明保育園内に設置している子育て支援センター
について、水堀保育園を含め道立江差病院内保育
所に統合する。

６　地域・未来を担う人づくり
小・中学校タブレット端末更新	 288万円
耐用年数を経過し、令和８年度からの運用開始を
目指し更新する。

７　地域を支える社会基盤の整備
町道陣屋椴川線道路	 1,320万円
改良工事
旧駅下から国道までの舗装・排水改良工事で最終
年。下水道工事に併せて実施する。

８　その他
かもめ島海水浴場シャワー	 430万円
改良工事
男女それぞれに有料の温水シャワーを設置し、海
水浴場利用者の快適化と利便性向上を図る。

　増加する空き家対策や、老朽化した保育園対策、
公共交通の利便性の向上を図る江差マースの運行の
充実は、暮らしの向上を実感できる環境整備に繋が
る。これらの施策は、町が抱える課題に真正面から
向き合い、持続可能な地域づくりを進める強い決意
の表れであり、大いに評価する。
　町民が誇りを持って住み続けたいと思えるまちづ
くりに向けて、町職員の英知を結集し、邁進される
ようご期待申し上げる。

　継続事業につきましては、切れ目なく予算を配分
し、産業振興、そして町民の生活に配慮した予算編
成であることは高く評価する。
　新たに通信指導教室の開設など、きめ細かな教育
行政を進めることに対しても、高く評価する。
　一方、特に道の駅に関しては、町長自らきめ細か
な情報提供を説明をすること。整備に関しては、災
害対策を十分考慮すること。この二つの意見を付し、
賛成討論とする。

大門　和幸 議員 飯田　隆一 議員賛　成 賛　成

討　論　～私はこう考える

道立江差病院内保育所外観
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松　村　直　人　氏 山　田　清　美　氏
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議員にとって「一般質問」は、
議場という公の場で、町長や教
育長に対して町政運営の考え方
や将来に対する方針を質すこと
ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆
　議会だよりのスペースの都合上、質
問・答弁は要約したものを載せています。
◆表示の説明◆
　文中の再、再再はそれぞれ再質問、
再再質問を表します。

一
般
質
問

一
般
質
問

９９
議
員
が
町
政
を
問
う

議
員
が
町
政
を
問
う

　次のとおり、町長が行政報告しました。

１　寄付採納について
　◇第一生命保険株式会社
　　　　　　　　　　代表取締役社長　隅野　俊亮　様
　　企業版ふるさと納税（金額非公表）
　◇北日本総業株式会社　代表取締役　湯藤　　学　様
　　企業版ふるさと納税１０万円
　◇北清ホールディングス株式会社
　　　　　　　　　　代表取締役社長　川井千香子　様
　　企業版ふるさと納税１０万円
　◇角山開発株式会社　　代表取締役　湯藤　　学　様
　　企業版ふるさと納税（金額非公表）
　◇ホクレン農業協同組合連合会　
　　　　　　　　　　　代表理事会長　篠原　末治　様
　　企業版ふるさと納税１００万円
　◇中西電機工業株式会社 
　　　　　　　　　　　　代表取締役　中西　隆之　様
　　企業版ふるさと納税（金額非公表）
　◇ＳＳＫファシリティーズ株式会社
　　　　　　　　　　　　代表取締役　佐藤　　博　様
　　企業版ふるさと納税１００万円
　◇生活協同組合 コープさっぽろ
　　　　　　　　　　　　　　理事長　大見　英明　様
　　交通安全ランドセルカバー３０枚

第 1 回定例会  第 1 回定例会  行政報告

議会条例・意見書を提出
　３月定例会では１件の議会条例及び２件の意見書を
提出し、全て可決されました。意見書については、関
係行政機関へ送付しました。
《可決》
□議会条例
　◆�江差町議会の個人情報の保護に関する条例の一部

を改正する条例について
□意見書
　◆�持続可能な学校の実現をめざす意見書の提出につ

いて
　◆�物価上昇を上回る年金額引上げを求める意見書の

提出について
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え
る
が
如
何
か
。

町
長
町
の
近
代
化
等
都

市
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
加
速

し
、
歴
ま
ち
事
業
を
始
め
、

文
化
会
館
、
役
場
庁
舎
、

運
動
公
園
な
ど
大
型
施
設

が
建
設
さ
れ
、
現
在
の
都

市
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
が
、

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
や
少

子
高
齢
化
に
よ
る
地
域
経

済
の
停
滞
な
ど
、
様
々
な

要
因
が
絡
み
合
う
中
、
都

市
整
備
に
伴
う
公
債
費
の

増
加
が
重
な
っ
て
、
町
が

早
期
健
全
化
団
体
へ
転
落

し
た
こ
と
も
あ
り
、
非
常

に
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
財
政
健
全

化
計
画
を
柱
と
す
る
抜
本

的
な
財
政
の
立
て
直
し
に

よ
っ
て
住
民
の
皆
様
の
ご

負
担
や
、
全
職
員
の
痛
み

が
伴
う
中
で
厳
し
い
状
況

を
克
服
し
、
乗
り
越
え
現

在
に
至
る
長
期
的
な
安
定

に
繋
が
っ
て
き
た
。

　
町
は
30
年
以
上
経
過
し

た
老
朽
化
が
進
む
公
共
建

築
物
を
数
多
く
所
有
し
て

お
り
、
健
全
な
財
政
状
況

　
江
差
町
は
、
地
方
交
付

税
で
還
元
さ
れ
る
財
源
上

有
利
と
思
わ
れ
る
過
疎
地

域
の
指
定
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
都
市
機
能
の
整
備

に
努
め
て
こ
ら
れ
た
。

　
文
化
会
館
の
建
設
か
ら
、

野
球
場
、
運
動
公
園
、
都

市
計
画
街
路
整
備
な
ど
、

こ
の
間
、
約
90
億
円
が
拠

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
施
設
は
30
年
以
上
経
過

し
て
お
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
検
討
す

る
時
期
に
な
る
と
思
う
が
、

従
来
の
よ
う
な
長
寿
命
化

計
画
で
は
な
く
、
道
の
駅

構
想
で
新
し
く
利
用
さ
れ

る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
参
考
と

し
た
長
寿
命
化
改
修
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

問　
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
参
考
に
長
寿
命
化
検
討
は

答　
民
間
と
情
報・意
見
交
換
を
通
じ
検
討

室井　正行議員

自
由
民
主
党

議
員

室む
ろ
い井　

正ま
さ
ゆ
き行

た
い
と
考
え
て
お
り
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。 

再
民
間
企
業
の
力
や
知

恵
を
借
り
て
検
討
を
行
っ

た
実
績
は
あ
る
の
か
。

副
町
長
か
も
め
島
の
拠

点
施
設
整
備
も
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方

式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
、

民
間
の
協
力
を
得
な
い
こ

と
に
は
成
功
し
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

も
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
実
施
し
て
き
た
が
、
人

口
が
減
り
少
子
化
に
な
っ

て
い
く
中
で
、
農
業
、
漁

業
、
商
業
を
含
め
て
、
こ

の
ま
ま
一
部
の
観
光
客
を

待
っ
て
い
て
は
、
江
差
町

の
成
長
は
な
い
と
考
え
て

お
り
、
道
の
駅
の
新
た
な

拠
点
を
整
備
し
、
賑
わ
い

を
持
っ
て
江
差
町
を
成
長

さ
せ
る
拠
点
に
す
る
覚
悟

で
い
る
。 

を
維
持
し
な
が
ら
、
建
築

物
を
持
続
的
に
保
持
し
て

い
く
た
め
、
改
修
更
新
に

か
か
る
費
用
を
平
準
化
さ

せ
る
と
と
も
に
適
時
の
長

寿
命
化
改
修
に
取
り
組
む

一
方
、
需
要
に
応
じ
て
、

建
て
替
え
や
複
合
化
広
域

化
、
統
廃
合
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
長
寿
命

化
改
修
に
つ
い
て
は
一
定

程
度
の
財
政
負
担
が
生
じ

る
こ
と
か
ら
、
緊
急
性
優

先
度
を
勘
案
し
た
上
で
、

対
象
施
設
や
そ
の
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。
そ
の
際
、

民
間
活
力
の
導
入
と
施
設

の
長
寿
命
化
の
効
果
的
連

携
に
つ
き
ま
し
て
も
、
民

間
企
業
や
建
設
協
会
等
と

の
情
報
交
換
・
意
見
交
換

を
通
じ
な
が
ら
、
土
地
の

有
効
活
用
も
含
め
て
、
手

法
の
検
討
を
加
え
て
い
き

え
街
道
な
ど
に
人
が
周
遊

す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

か
も
め
島
の
魅
力
の
向
上
、

開
陽
丸
の
改
修
、
あ
る
い

は
日
本
遺
産
の
取
り
組
み

も
含
め
、
ハ
ー
ド
ソ
フ
ト

両
面
で
ト
ー
タ
ル
と
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。

　
洋
上
風
力
発
電
事
業
に

伴
い
、
港
湾
エ
リ
ア
の
利

活
用
に
つ
い
て
見
直
し
も

必
要
と
な
り
、
道
の
駅
の

整
備
と
並
行
し
な
が
ら
、

改
め
て
各
エ
リ
ア
の
整
備

方
針
等
を
整
理
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。 

再
か
も
め
島
の
係
船
柱

の
歴
史
等
を
保
存
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え

る
が
所
見
を
伺
う
。

副
町
長
か
も
め
島
と
い

う
江
差
の
シ
ン
ボ
ル
が
あ

り
、
北
前
船
の
繁
栄
が
息

づ
い
た
エ
リ
ア
を
、
存
分

に
生
か
し
た
中
で
、
保
存
、

整
備
の
検
討
を
し
て
い
く
。

　
国
道
を
含
め
た
周
辺
一

帯
の
整
備
構
想
を
作
り
、

歴
史
宝
庫
か
も
め
島
を
中

心
に
整
備
計
画
案
を
作
る

べ
き
と
考
え
る
。

　
か
も
め
島
周
辺
と
、
下

町
交
差
点
の
周
辺
を
歴
町

と
連
動
さ
せ
て
、
ど
う
活

性
化
し
て
い
く
の
か
所
見

を
伺
う
。 

町
長
北
の
江
の
島
拠
点

施
設
整
備
基
本
構
想
を
策

定
し
、
４
つ
の
エ
リ
ア
の

整
備
の
あ
り
方
を
整
理
し

つ
つ
、
産
業
の
振
興
や
交

流
人
口
の
拡
大
、
雇
用
の

創
出
と
い
っ
た
効
果
が
期

待
で
き
る
道
の
駅
機
能
を

付
加
し
た
北
の
江
の
島
拠

点
施
設
の
整
備
方
針
を
示

し
た
。
北
の
島
構
想
は
単

に
道
の
駅
だ
け
を
整
備
す

る
構
想
で
は
な
く
、
か
も

め
島
周
辺
の
活
性
化
の
構

想
の
中
に
、
道
の
駅
を
拠

点
施
設
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
拠

点
施
設
と
し
て
の
機
能
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
、
江

差
町
、
江
差
観
光
の
玄
関

口
と
し
て
、
か
も
め
島
、

開
陽
丸
、
上
町
や
い
に
し

問　
か
も
め
島
と
歴
町
を
ど
う
活
性
化
さ
せ
る
か

答　
新
道
の
駅
を
拠
点
と
し
周
遊
す
る
仕
組
み

町内外から幅広く利用される運動公園

江差町議会だより 6

定

例

会

議
案
審
議

行
政
報
告

一
般
質
問

臨

時

会

委

員

会



況
や
完
成
後
の
魅
力
を
発

信
す
る
た
め
の
広
告
出
稿
、

フ
ロ
ア
参
加
型
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
を
検
討
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
具
体

的
な
計
画
は
。

　
３
つ
目
、
テ
レ
ビ
・
新

聞
・
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
に
対
し
、
江
差
町
の
道

の
駅
を
積
極
的
に
取
り
上

げ
て
も
ら
う
た
め
の
広
報

戦
略
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
予

定
か
所
見
を
伺
う
。

町
長
道
の
駅
事
業
を
成

功
に
導
く
た
め
に
、
オ
ー

プ
ン
前
か
ら
の
話
題
作
り

や
Ｐ
Ｒ
活
動
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
来
館
者
の
増
加
を
図

る
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
重
要
な
役
割
を
果
た
す

と
考
え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
の
活
用
も
手
法
と
し

て
有
効
で
あ
る
と
理
解
す

る
。
建
設
の
進
捗
状
況
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
や
、
広

告
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

道
の
駅
の
認
知
度
を
向
上

さ
せ
、
施
設
利
用
者
と
の

関
係
性
を
深
め
、
施
設
の

利
用
促
進
に
も
繋
が
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

た
情
報
発
信
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
る
。
現

在
仮
称
道
の
駅
か
も
め
島

整
備
事
業
の
事
業
者
選
定

に
向
け
、
公
募
を
行
っ
て

お
り
、
施
設
の
運
営
に
お

い
て
、
広
報
業
務
と
し
て

情
報
発
信
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
、
管
理
お
よ
び

運
営
、
集
客
に
向
け
た
営

業
活
動
に
つ
い
て
も
要
求

水
準
を
定
め
て
い
る
。
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
戦
略
や
情
報
発

信
の
提
案
に
つ
い
て
も
、

期
待
し
て
い
る
。

　

事
業
者
の
公
募
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
段
階
で
あ

り
、
現
時
点
で
具
体
的
な

Ｐ
Ｒ
の
方
針
を
決
定
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

提
案
な
ど
も
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
く
。

再
道
の
駅
が
地
域
に
も

た
ら
す
長
期
的
な
効
果
に

つ
い
て
町
長
の
所
見
は
。

　
来
場
者
数
や
売
り
上
げ

目
標
だ
け
で
な
く
、「
地

域
の
誇
り
に
な
る
」「
地

域
外
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
が

増
え
る
」
と
い
っ
た
目
に

見
え
に
く
い
価
値
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
伺

う
。町

長
地
域
振
興
の
核
と

し
て
道
の
駅
を
拠
点
に
考

え
て
い
る
。

　
道
の
駅
を
拠
点
に
江
差

の
地
域
の
活
性
化
を
図
る

上
で
、
長
期
的
に
見
て
も

道
の
駅
の
効
果
と
い
う
の

は
大
き
く
期
待
で
き
る
と

考
え
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
町
の
今

ま
で
課
題
で
あ
っ
た
子
供

の
遊
び
場
な
ど
、
町
内
の

ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
、

観
光
に
も
繋
が
る
、
町
内

外
の
人
た
ち
が
集
え
る
道

の
駅
を
目
指
し
て
い
く
。

大門　和幸議員

隣
観
光
地
と
の
連
携
強
化

に
よ
り
、
町
全
体
の
経
済

効
果
が
高
め
ら
れ
る
。

　
２
点
目
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
も
新
た
な
憩
い
の

場
と
な
り
、
買
い
物
環
境

な
ど
地
域
住
民
の
利
便
性

が
向
上
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
道
の
駅

は
観
光
地
域
経
済
の
観
点

か
ら
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
町
内
外
に

お
け
る
十
分
な
Ｐ
Ｒ
が
さ

れ
て
い
な
い
。
道
の
駅
の

成
功
に
は
オ
ー
プ
ン
前
か

ら
の
話
題
作
り
と
、
全
国

的
な
注
目
を
集
め
る
Ｐ
Ｒ

活
動
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
施
策
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
方
針

を
伺
う
。

　
１
つ
目
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影

響
力
が
高
ま
る
中
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
活
用
し
、

新
し
い
道
の
駅
の
魅
力
を

発
信
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
２
つ
目
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
、
道
の
駅
の
建
設
状

　
全
国
各
地
の
道
の
駅
が

観
光
拠
点
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

江
差
町
の
更
な
る
発
展
と

地
域
活
性
化
の
た
め
、
新

設
予
定
の
道
の
駅
に
つ
い

て
、
建
設
を
強
く
支
持
す

る
。

　
江
差
町
は
豊
か
な
自
然

と
歴
史
、
文
化
を
有
し
な

が
ら
も
、
観
光
客
の
滞
在

時
間
が
短
い
と
い
う
課
題

が
あ
る
が
、
道
の
駅
を
整

備
す
る
こ
と
で
次
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ

る
。

　
１
点
目
、
道
の
駅
が
観

光
拠
点
と
な
り
、
町
内
の

農
産
物
海
産
物
、
特
産
品

の
販
売
拡
大
に
繋
が
り
、

江
差
町
の
魅
力
発
信
や
近

問　
拠
点
施
設
Ｐ
Ｒ
活
動
の
取
り
組
み
は

答　
受
託
事
業
者
と
積
極
的
に
取
り
組
む

無　
会　
派

議
員

大だ
い
も
ん門　

和か
ず
ゆ
き幸

新道の駅建設予定地外観
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い
と
考
え
る
が
如
何
か
。

追
分
観
光
課
長
日
本
遺

産
を
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

中
核
と
位
置
付
け
て
お
り
、

今
後
整
備
予
定
の
道
の
駅

を
拠
点
と
し
、
町
全
体
に

経
済
効
果
を
波
及
さ
せ
る

た
め
各
産
業
と
の
連
携
が

必
要
で
あ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

そ
の
中
心
的
役
割
を
担
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
み
ら
い
機
構
が
観
光
の

司
令
塔
と
し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

役
割
で
あ
る
地
域
全
体
に

の
公
平
性
な
ど
も
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

義
務
づ
け
ら
れ
た
。

　
こ
の
改
定
を
受
け
、
江

差
町
要
支
援
者
登
録
制
度

実
施
要
綱
を
平
成
29
年
に

一
部
改
正
を
行
い
進
め
て

い
る
。
名
簿
登
録
は
、
広

報
に
よ
る
周
知
及
び
対
象

と
な
る
方
へ
の
通
知
を
行

い
、
登
録
同
意
書
を
受
理

し
、
名
簿
作
成
を
行
っ
て

い
る
。

　
令
和
７
年
１
月
現
在
で

同
意
を
得
た
登
録
者
数
は

１
３
９
名
と
な
っ
て
お
り
、

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
間
で
名
簿

を
共
有
す
る
場
合
は
、
平

時
活
用
す
る
た
め
の
本
人

再
避
難
支
援
に
使
用
す

る
範
囲
で
は
、
町
内
会
役

員
等
が
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
は
、
構
わ
な
い
と
い

う
こ
と
か
。

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長
名

簿
台
帳
に
つ
い
て
は
、
日

頃
か
ら
の
見
守
り
も
含
め
、

名
簿
登
録
に
同
意
さ
れ
た

方
の
情
報
を
提
供
し
て
お

り
、
町
内
会
自
治
会
役
員

の
方
々
で
情
報
共
有
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
構
わ
な

い
。
今
後
も
地
域
の
中
で

支
援
体
制
づ
く
り
に
活
用

い
た
だ
き
、
協
力
い
た
だ

け
る
よ
う
台
帳
整
備
し
て

い
く
。

率
へ
の
変
更
を
検
討
す
る

等
活
発
化
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
観
光
客
数
の
増

加
、
滞
在
時
間
及
び
消
費

額
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

　
町
に
は
多
く
の
文
化
遺

産
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
生

か
す
た
め
に
強
力
な
Ｄ
Ｍ

Ｏ
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

財
源
を
確
保
し
、
人
材
を

育
て
活
躍
し
て
も
ら
え
る

組
織
に
し
て
い
た
だ
き
た

利
益
を
生
み
出
す
た
め
に

活
動
す
る
法
人
と
し
て
基

盤
強
化
を
図
る
た
め
、
各

関
係
団
体
を
巻
き
込
み
町

や
民
間
で
実
施
す
る
事
業

な
ど
も
連
動
さ
せ
、
町
中

に
観
光
に
よ
る
好
循
環
を

生
み
出
す
役
割
を
果
た
し

て
い
け
る
よ
う
、
組
織
機

能
強
化
や
人
材
育
成
に
向

け
、
町
と
し
て
も
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
宿
泊
税
は
、
当
町
の
宿

泊
者
や
観
光
の
状
況
、
税

和
７
年
度
か
ら
３
年
間
を

計
画
期
間
と
し
、
江
差
町

観
光
ま
ち
作
り
戦
略
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
中
期
計
画
を
策
定
中

で
あ
り
、
当
該
計
画
を
も

と
に
、
観
光
地
域
作
り
の

司
令
塔
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
江
差
町
全
体

の
賑
わ
い
創
出
に
よ
る
経

済
効
果
波
及
の
た
め
、
各

産
業
の
連
携
が
必
要
で

あ
る
。
新
年
度
に
お
い

て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
基
盤
を
強

化
す
る
べ
く
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
２
名
を
募
集
し

て
、
み
ら
い
機
構
に
配
置

し
、
引
き
続
き
密
に
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
む
。

　
宿
泊
税
は
関
係
課
で
内

部
協
議
を
実
施
し
た
が
、

現
在
の
町
内
の
宿
泊
者
や

観
光
の
状
況
、
目
的
税
の

公
平
性
も
踏
ま
え
、
目
的

を
持
っ
て
政
策
を
進
め
る

た
め
に
必
要
な
財
源
確
保

の
手
段
の
１
つ
と
し
て
検

討
し
て
い
く
。

再

宿
泊
税
に
つ
い
て
、

北
海
道
内
も
定
額
か
ら
定

　
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
で
は
、
観
光
行
政
の
通

年
戦
略
を
担
う
北
海
道
江

差
観
光
み
ら
い
機
構
（
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）
を
観
光
地
域
作
り

の
司
令
塔
と
し
て
、
基
盤

強
化
に
取
り
組
む
と
し
て

い
る
。

　
江
差
観
光
の
司
令
塔
と

し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、

他
観
光
団
体
等
の
関
連
事

業
を
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
る
が
構
想
は
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
観
光
ま
ち
づ

く
り
活
動
等
の
財
源
と
し

て
、
法
定
外
目
的
税
（
宿

泊
税
）
導
入
の
議
論
を
進

め
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
第
６
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
と
連
動
し

た
事
業
推
進
の
た
め
、
令

　
町
内
会
役
員
で
自
主
防

災
活
動
の
具
体
的
推
進
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
き
、

町
か
ら
個
人
情
報
保
護
の

た
め
、
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
の
氏
名
を
公
表
し

な
い
よ
う
に
指
示
を
受
け

て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
実
際
に
使
用
出

来
な
い
と
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
ど
う
扱
う
と
良
い

の
か
所
見
を
伺
う
。

町
長
平
成
25
年
、
国
に

よ
る
避
難
行
動
要
支
援
者

の
避
難
行
動
支
援
に
関
す

る
取
り
扱
い
指
針
が
全
面

的
に
改
定
さ
れ
、
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
作
成
が

の
同
意
、
避
難
支
援
に
必

要
な
範
囲
で
の
最
小
限
の

情
報
共
有
、
適
切
な
取
り

扱
い
と
な
る
よ
う
、
名
簿

情
報
の
漏
洩
や
不
正
利
用

を
防
止
す
る
た
め
の
情
報

漏
え
い
防
止
策
に
努
め
て

い
る
。

　
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
は
、
避
難
支
援
に
関
わ

る
地
域
の
方
々
へ
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
日
頃

の
見
守
り
活
動
や
災
害
時

等
に
避
難
の
支
援
や
安
否

確
認
が
円
滑
に
で
き
る
よ

う
、
町
内
会
自
治
会
役
員

等
の
必
要
な
範
囲
で
情
報

は
共
有
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

問　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
観
光
司
令
塔
と
な
る
為
の
構
想
は

答　
各
戦
略
・
計
画
を
も
と
に
役
割
を
担
う

無　
会　
派

議
員

出で
さ
き﨑　

太た
ろ
う郎

問　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
取
り
扱
い
は

答　
自
治
会
役
員
等
必
要
範
囲
で
情
報
共
有
を

出﨑　太郎議員

DMOの設定区域（観光庁への資料から）
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こ
と
が
強
み
で
あ
り
、
有

効
利
用
を
図
っ
て
い
く
。

　

函
館
江
差
自
動
車
道
、

木
古
内
江
差
間
の
早
期
事

業
着
手
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
や
物
流
基
盤
強

化
に
向
け
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
推
進
道
路
と
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
政
策
と
併
せ

て
要
望
し
て
い
く
。

　
そ
の
他
、
発
電
さ
れ
た

電
力
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
電
力
を
蓄
電
池
に
た

め
、
将
来
的
に
は
エ
リ
ア

内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

自
足
を
行
う
、
送
配
電
の

仕
組
み
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド
を
構
築
し
、
非
常
時
の

防
災
力
強
化
に
繋
げ
る
。

　
構
築
に
向
け
た
企
業
誘

致
の
他
、
物
流
基
盤
の
確

立
や
港
湾
利
用
の
活
性
化

に
取
り
組
み
、
国
全
体
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
貢
献
し
た
い
。

　
専
門
部
署
の
設
置
に
つ

い
て
、
洋
上
風
力
発
電
事

業
を
受
け
入
れ
る
体
制
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ご
理
解
願
う
。

　
洋
上
風
力
発
電
事
業
の

早
期
事
業
化
を
進
め
る
こ

と
は
、
新
た
な
雇
用
の
創

出
な
ど
、
町
の
新
た
な
産

業
構
造
改
革
に
も
繋
が
る

と
考
え
て
い
る
。
一
定
の

年
数
が
か
か
る
が
、
そ
の

先
の
関
連
産
業
の
育
成
、

誘
致
等
、
現
時
点
で
の
将

来
的
な
構
想
は
。
ま
た
、

専
門
部
署
の
必
要
性
は
。

町
長
洋
上
風
力
発
電
事

業
の
事
業
化
は
、
町
の
新

た
な
雇
用
の
創
出
や
産
業

構
造
の
発
展
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
、
関
連
す
る
企

業
の
育
成
や
誘
致
・
経
済

の
強
靱
化
を
図
り
た
い
。

　
ま
た
、
江
差
港
は
洋
上

風
力
発
電
エ
リ
ア
に
近
接

し
、
ア
ク
セ
ス
性
が
高
い

問
　
洋
上
風
力
に
よ
る
将
来
的
な
構
想
は

答
　
企
業
を
誘
致
し
経
済
の
強
靭
化
を
図
る

無　
会　
派

議
員

塚つ
か
も
と本　

　
眞ま

こ
と

塚本　　眞議員

る
と
と
も
に
、
学
習
指
導

員
や
特
別
支
援
教
育
支
援

員
の
配
置
な
ど
教
職
員
の

負
担
の
軽
減
に
努
め
、
教

職
員
が
本
来
担
う
べ
き
業

務
に
専
念
で
き
る
環
境
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

に
よ
る
事
業
の
改
善
や
職

員
会
議
、
部
活
動
時
間
の

短
縮
な
ど
、
教
職
員
み
ず

か
ら
が
働
き
方
改
革
を
意

識
し
、
超
過
勤
務
の
縮
減

差
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
に
つ
い
て
は
、
友
好
都

市
で
あ
る
珠
洲
市
へ
の
災

害
支
援
の
代
理
受
領
分
を

除
く
と
、
令
和
７
年
１
月

末
時
点
で
、
前
年
度
同
時

期
と
の
比
較
で
寄
付
件
数

が
１
，
７
５
７
件
の
増
、

寄
付
額
は
３
，
４
２
３
万

円
の
増
、
率
に
す
る
と
１

７
．
６
％
の
増
と
な
っ
て

い
る
。

　
江
差
町
に
と
っ
て
貴
重

な
財
源
確
保
の
取
り
組
み

　
江
差
町
内
で
の
小
中
学

校
に
お
け
る
教
職
員
の
超

過
勤
務
の
実
態
と
、
働
き

方
改
革
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

　
ま
た
、
地
域
と
の
協
動

に
つ
い
て
も
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺

う
。教

育
長
教
職
員
の
出
退

勤
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

在
校
時
間
の
把
握
に
努
め

　
貴
重
な
財
源
で
あ
る
ふ

る
さ
と
納
税
の
増
額
を
期

待
し
て
い
る
が
、
対
象
事

業
者
の
中
に
は
、
労
働
力

不
足
な
ど
で
十
分
注
文
に

対
応
で
き
て
い
な
い
商
品

も
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

返
礼
品
の
品
質
向
上
や

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
事
業
者
へ
の
更
な
る

支
援
強
化
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
今

後
の
支
援
体
制
は
。

町
長
令
和
６
年
度
の
江

問　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
取
り
組
み
は

問　
今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
支
援
体
制
は

答　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
働
き
方
改
革
推
進

答　
上
限
額
引
上
げ
等
制
度
見
直
し
を
図
る

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
地
域
と
の
協
働
に
つ
い

て
、
各
校
に
配
置
さ
れ
て

い
る
学
校
運
営
協
議
会
に

お
い
て
、
地
域
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
な
ど
を
学
校
運

営
に
反
映
さ
せ
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
引
き
続
き
保
護
者
や
地

域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

で
あ
り
、
引
き
続
き
増
額

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
一
方
、
寄
付
額
が
増
加

す
る
に
つ
れ
、
返
礼
品
を

取
り
扱
う
事
業
者
の
中
に

は
、
生
産
が
追
い
つ
か
ず
、

注
文
に
対
応
し
き
れ
ず
苦

慮
し
て
い
る
事
例
も
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
補

助
上
限
額
の
引
き
上
げ
な

ど
、
制
度
の
見
直
し
を
図

る
と
と
も
に
、
効
果
的
な

支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

秋田県能代市の洋上風力
（総務産業常任委員会行政視察において撮影）
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で
、
21
億
円
全
て
が
他
の

事
業
に
充
当
で
き
る
と
い

う
性
質
で
は
な
い
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
２
点
目
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
受
託
事

業
者
が
運
営
面
で
も
長
期

に
わ
た
る
効
率
的
な
施
設

管
理
運
営
が
可
能
に
な

り
、
事
業
全
体
の
コ
ス
ト

削
減
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
変
化
す
る
ニ
ー

ズ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
状
況

に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応

出
来
る
こ
と
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。

再
現
在
の
一
般
住
宅
の

建
設
費
の
坪
当
た
り
の
単

価
と
10
年
前
の
坪
単
価
、

ど
の
程
度
違
い
が
あ
る
の

か
ご
説
明
願
う
。

建
設
水
道
課
長
10
年
前

の
建
設
の
坪
当
た
り
単
価

は
、
概
ね
50
万
か
ら
60
万

程
度
で
、
近
年
は
坪
当
た

り
１
０
０
万
円
前
後
ま
で

単
価
が
上
が
っ
て
い
る
。

再
再
先
般
２
月
23
日
、

北
海
道
新
聞
に
、
新
道
の

駅
反
対
の
声
拡
大
と
い
う

見
出
し
の
記
事
が
大
き
く

掲
載
さ
れ
て
い
た
。
記
事

の
内
容
は
、
一
議
員
の
後

援
会
が
お
こ
な
っ
た
恣
意

的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

関
の
責
任
者
の
あ
る
べ
き

姿
を
問
う
記
事
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
し
っ
か
り
取
材
を

し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た

と
い
う
の
が
、
私
自
身
の

思
い
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
財
政
的
な
負
担

に
対
し
て
ご
不
安
が
あ
る

と
い
う
の
も
十
分
認
識
し

て
い
る
。
今
後
も
し
っ
か

り
丁
寧
に
説
明
を
し
て
い

き
た
い
。

く
ら
い
に
な
る
の
か
。
ま

た
、
実
質
公
債
費
比
率
の

影
響
は
。

　
２
点
目
、
事
業
手
法
と

し
て
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採
用

す
る
利
点
は
。

町
長
事
業
費
21
億
６
，

７
９
０
万
円
の
う
ち
、
２

分
の
１
は
国
か
ら
の
交
付

金
で
賄
う
予
定
。
残
り
の

１
０
億
８
，
３
９
５
万
円

が
町
の
負
担
と
な
る
。

　
こ
の
う
ち
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
や
か
も
め
島

交
流
拠
点
基
金
か
ら
の
繰

入
を
３
億
２
，
７
０
０
万

円
見
込
み
、
起
債
額
は

７
億
５
，
６
７
０
万
円
と

な
る
。
起
債
に
つ
い
て
過

疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し

た
場
合
、
元
利
償
還
金
は

完
了
ま
で
の
13
年
間
で

８
億
４
，
１
４
５
万
円
と

い
う
試
算
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
普
通
交
付

税
で
７
割
が
措
置
さ

れ
、
実
質
的
な
町
の
負
担

は
、
13
年
間
で
２
億
５
，

２
４
３
万
５
，
０
０
０

円
、
13
年
間
で
均
す
と
年

　
２
月
17
日
に
開
催
し
た

議
会
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
北
の
江
の
島
拠
点
施

設
、
仮
称
道
の
駅
か
も
め

島
整
備
事
業
に
係
る
基
本

設
計
時
の
事
業
費
、
約

22
億
円
か
ら
約
21
億
円
に

変
更
し
た
説
明
が
あ
っ

た
。

　
町
民
の
中
で
十
分
に
理

解
し
て
い
な
い
方
も
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
度
、
変

更
し
た
事
業
費
の
財
源
内

訳
等
、
改
め
て
説
明
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
１
点
目
、
変
更

し
た
内
容
と
約
21
億
円
と

い
う
事
業
費
の
う
ち
、
国

か
ら
の
交
付
金
や
補
助
事

業
を
活
用
し
た
場
合
、
町

の
負
担
す
る
費
用
は
ど
れ

問　
交
付
金
や
補
助
金
活
用
後
の
町
負
担
は

答　
13
年
間
年
平
均
で
１
，
９
４
２
万
円

無　
会　
派

議
員

西さ
い

海か
い

谷や　
望の

ぞ
み

間
１
，
９
４
２
万
円
程
と

な
る
。

　
ま
た
、
実
質
公
債
費
比

率
に
つ
い
て
は
令
和
12
年

度
が
ピ
ー
ク
で
16
．
９
％

と
い
う
試
算
は
変
わ
ら
な

い
が
、
令
和
13
年
度
以
降

は
参
考
値
で
示
し
た
比
率

か
ら
０
．
１
％
程
度
の
低

減
は
見
込
ま
れ
る
試
算
と

な
る
。

　
事
業
費
規
模
へ
の
ご
不

安
の
声
が
あ
る
こ
と
は
理

解
し
て
い
る
が
、
２
分
の

１
は
国
か
ら
の
交
付
金
で

賄
う
こ
と
。
残
り
の
町
の

負
担
も
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
に
よ
り
財
源

対
策
を
講
じ
た
上
で
、
普

通
交
付
税
措
置
の
あ
る
有

利
な
起
債
を
活
用
す
る
な

ど
、
財
政
負
担
を
抑
え
る

枠
組
み
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
21
億
円
の
事
業

費
が
あ
れ
ば
他
の
事
業
が

出
来
る
と
い
っ
た
誤
解
も

見
受
け
ら
れ
る
が
、
今
回

の
活
用
す
る
国
の
交
付
金

は
、
道
の
駅
整
備
な
ど

ハ
ー
ド
の
整
備
に
対
し
て

交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
財
源
対
策
と
し
て
考

え
て
い
る
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
も
、
北

の
江
の
島
事
業
の
推
進
の

た
め
に
寄
付
を
募
る
も
の

元
に
、
批
判
的
で
偏
っ
た

内
容
で
あ
る
と
感
じ
て
お

り
、こ
の
よ
う
な
記
事
は
、

事
業
計
画
の
理
解
を
深
め

る
ど
こ
ろ
か
不
必
要
に
町

民
の
不
安
を
煽
る
だ
け
で

あ
り
、
掲
載
し
た
北
海
道

新
聞
社
に
も
強
い
不
信
感

を
抱
く
。

　
新
・
道
の
駅
整
備
計
画

は
、
江
差
町
議
会
に
お
い

て
、
今
日
ま
で
議
論
を
積

み
重
ね
、推
進
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
そ
の
多
く
の
町

民
が
新
道
の
駅
整
備
の
推

進
を
望
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
、
一
方
で
記
事

を
鵜
呑
み
に
し
、
不
安
を

感
じ
る
町
民
も
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
町
民
の
方
々
、
ま
た
、

今
後
の
報
道
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

町
長
私
の
記
憶
す
る
と

こ
ろ
で
は
、
住
民
説
明
を

し
た
昨
年
の
12
月
以
降
、

記
者
か
ら
道
の
駅
に
関
す

る
取
材
を
受
け
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
。

　
こ
の
記
事
の
最
後
は
学

者
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
と
し

て
、
町
長
は
住
民
に
説
明

す
る
責
任
が
あ
る
と
い
う

よ
う
な
趣
旨
の
コ
メ
ン
ト

も
載
っ
て
い
る
。
行
政
機

西海谷　望議員

町広報４月号折込より抜粋
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が
出
て
い
る
。
正
に
町
の

声
を
近
似
し
た
も
の
と

思
っ
て
お
り
、
決
し
て
恣

意
的
だ
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
何
件
か
意
見
を
寄
せ

た
方
も
い
る
。
説
明
会
を

開
催
し
、
町
長
の
声
で
直

接
町
の
皆
さ
ん
に
訴
え
説

明
す
る
こ
と
が
道
の
駅
の

成
功
の
１
番
の
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
う
。
町
長
に
開
催

の
意
思
が
あ
る
の
か
。

　
３
点
目
、
現
在
、
開
陽

丸
財
団
そ
し
て
北
海
道
江

差
観
光
み
ら
い
機
構
が
管

理
棟
で
営
業
し
て
お
り
、

解
体
す
る
と
、
こ
こ
に
働

く
職
員
の
身
分
処
遇
を
ど

う
考
え
る
か
。
職
員
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
た
め
に

も
、
休
業
期
間
中
は
処
遇

を
し
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
む
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
考
え
る
の
か
。

町
長
受
託
事
業
者
が
運

営
段
階
ま
で
も
見
越
し
て

施
設
整
備
に
携
わ
る
こ
と

で
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
高
い
建
設
が
可
能

に
な
る
こ
と
が
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方

　
新
・
道
の
駅
仮
称
か
も

め
島
は
、
町
の
方
か
ら
要

求
水
準
公
募
案
が
出
さ
れ

た
。
金
額
に
し
て
、
約
22

億
か
ら
21
億
の
削
減
で
あ

り
、
大
変
規
模
の
小
さ
い

削
減
率
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
見
合
う
だ
け
の
経
済
効

果
が
得
ら
れ
る
か
と
い
う

疑
問
を
持
つ
。

　
１
問
目
。
夏
場
は
海
水

浴
を
含
め
観
光
客
が
殺
到

す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

将
来
、
道
の
駅
が
完
成
し
、

海
水
浴
客
も
訪
れ
る
と
し

た
ら
、
避
難
タ
ワ
ー
と
し

て
の
役
割
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
見
解
を
求
め
る
。

　
次
に
、
最
近
新
聞
報
道

で
、
こ
の
道
の
駅
の
記
事

問
　
再
度
町
長
の
声
で
町
民
に
説
明
す
べ
き

答
　
住
民
代
表
の
議
員
へ
の
説
明
が
最
重
要

飯田　隆一議員

無　
会　
派

議
員

飯い
い
だ田　

隆り
ゅ
う
い
ち一

　
３
点
目
、
３
月
末
予
定

の
理
事
会
評
議
員
会
に
お

い
て
、
休
館
の
時
期
、
事

業
計
画
に
つ
い
て
決
定
し
、

職
員
の
処
遇
等
に
つ
い
て

整
理
さ
れ
る
。
み
ら
い
機

構
職
員
の
処
遇
は
、
ぷ

ら
っ
と
江
差
が
営
業
を
終

了
し
、
飲
食
物
販
の
機
能

は
新
し
い
道
の
駅
に
移
行

す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、

職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
協

議
の
上
決
定
し
て
ま
い
り

た
い
。

再
大
事
な
の
は
、
町
長

の
口
か
ら
思
い
を
町
民
に

伝
え
て
、
そ
れ
を
理
解
し

町
民
が
積
極
的
に
利
用
し

て
、
そ
う
い
う
姿
を
見
て

観
光
客
は
増
え
る
と
思
う
。

住
民
懇
談
会
を
開
い
て
、

町
民
理
解
を
深
め
る
努
力

は
す
る
べ
き
。
考
え
を
伺

い
た
い
。

　
も
う
１
点
。
シ
ャ
ワ
ー

を
整
備
す
る
わ
け
で
、
お

お
よ
そ
ど
の
位
、
海
水
浴

客
を
ピ
ー
ク
で
想
定
し
て

整
備
を
す
る
の
か
。

　
道
の
駅
に
入
っ
た
方
だ

け
の
避
難
の
屋
上
で
は
な

く
、
海
水
浴
客
も
含
め
た

避
難
対
策
、
避
難
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
有
事
の
際
、
海

水
浴
は
あ
っ
ち
に
行
き
な

再
再
町
長
の
口
か
ら
直

接
思
い
を
伝
え
る
必
要
が

私
は
あ
る
と
思
う
。
そ
れ

が
こ
の
道
の
駅
を
成
功
さ

せ
る
第
一
義
だ
と
思
っ
て

い
る
。
町
民
理
解
な
く
し

て
、
事
業
は
成
功
し
な
い

と
思
う
。

勇
気
を
も
っ
て
町
民
の
前

で
説
明
し
て
ほ
し
い
。
如

何
か
。

町
長
第
一
義
的
に
は
議

会
を
通
じ
て
住
民
の
皆
さ

ん
に
説
明
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
説

明
が
足
り
な
い
場
面
が
、

ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
見
極

め
た
中
で
、
必
要
に
応
じ

て
こ
の
件
に
限
ら
ず
、
対

話
を
拒
む
も
の
で
は
な
く
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て

町
政
運
営
を
行
っ
て
き
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

さ
い
、
道
の
駅
来
客
者
は

２
階
、
３
階
に
避
難
で
は
、

ス
ム
ー
ズ
な
避
難
は
無
理

だ
と
思
う
が
如
何
か
。

財
政
課
長
海
水
浴
客
数

は
１
日
に
な
ら
す
と
１
３

０
人
か
ら
１
６
０
人
来
て

く
だ
さ
っ
て
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

海
水
浴
客
も
含
め
て
周
囲

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
の
避

難
誘
導
も
含
め
て
、
全
体

と
し
て
考
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
。

町
長
こ
の
議
場
で
議
員

の
皆
様
に
質
問
に
お
答
え

す
る
こ
と
、
こ
れ
は
目
の

前
に
い
る
議
員
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
後
ろ
に
い
る

町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て

誠
意
あ
る
答
弁
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
思

い
で
議
会
に
向
き
合
っ
て

き
た
。

新道の駅住民説明会の様子（水堀会場）

式
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

お
示
し
し
た
施
設
規
模
、

事
業
費
の
設
定
の
中
で
、

経
済
性
収
益
性
ま
で
考
え

た
施
設
整
備
や
管
理
運
営

に
つ
い
て
事
業
者
に
ご
提

案
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
１
点
目
、
要
求
水
準
書

で
は
、
津
波
対
策
と
し
て

１
階
屋
上
デ
ッ
キ
に
十
分

な
広
さ
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
２
階
屋
上
デ
ッ
キ

へ
の
一
時
避
難
も
可
能
と

す
る
効
率
的
な
避
難
階
段

の
設
置
等
に
つ
い
て
も
配

慮
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
公

共
施
設
と
し
て
必
要
な
災

害
対
応
を
行
い
、
町
に
協

力
す
る
こ
と
も
求
め
て
い

る
。
海
水
浴
客
を
ど
の

程
度
収
容
出
来
る
か
は
、

は
っ
き
り
明
言
で
き
な
い

が
、
避
難
誘
導
も
含
め
て
、

受
託
事
業
者
と
協
議
を
し

て
ま
い
り
た
い
。

　
２
点
目
、
住
民
懇
談
会

を
開
催
す
べ
き
と
の
ご
意

見
だ
が
、
第
一
義
的
に
は

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員

の
皆
様
に
き
ち
ん
と
説
明

責
任
を
果
た
す
こ
と
が
最

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
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ニ
シ
ン
の
繁
栄
が
息
づ

く
ま
ち
の
ス
ト
ー
リ
ー

で
、
日
本
遺
産
に
も
認
定

さ
れ
て
い
る
江
差
で
は
大

切
な
食
材
で
あ
る
。
郷
土

料
理
の
保
護
と
継
承
、
ニ

シ
ン
の
消
費
拡
大
を
図
る

観
点
か
ら
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
飲
食
店
等
で
の
ニ
シ

ン
料
理
の
提
供
、
ニ
シ
ン

料
理
を
学
ぶ
機
会
の
創

出
な
ど
具
体
的
事
例
が
な

く
、
例
年
、
賑
や
か
に
行

わ
れ
て
い
た
ニ
シ
ン
チ
ャ

レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
の
事
業
も

開
催
さ
れ
て
い
な
い
が
理

由
は
。

　
毎
月
24
日
は
ニ
シ
ン
の

日
と
制
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ニ
シ
ン
三
平
な

ど
の
提
供
を
エ
コ
ー
で
の

試
行
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。
ニ
シ
ン
の
活
用
、
エ

コ
ー
の
利
用
、
そ
し
て
人

の
賑
わ
い
に
も
繋
が
る
と

考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

町
長
令
和
６
年
度
文
化

庁
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ

り
、
日
本
遺
産
魅
力
増
進

発
信
事
業
に
採
択
さ
れ
、

江
差
の
５
月
は
江
戸
に
も

な
い
～
ニ
シ
ン
の
繁
栄
が

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い

た
が
、
参
加
学
生
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、
本
事
業
へ

の
取
り
組
み
が
難
し
く
中

止
と
な
っ
た
も
の
で
あ

り
、
ニ
シ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ
で
実
施
し
て
い
た

ニ
シ
ン
関
連
、
ク
イ
ズ
な

ど
は
町
内
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
活
用
し
て
い
る
。

　
３
点
目
、
毎
月
２
４
日

に
ニ
シ
ン
の
日
に
合
わ

せ
、
ニ
シ
ン
三
平
汁
を
エ

コ
ー
で
提
供
し
て
は
と
の

議
員
の
ご
提
案
も
踏
ま

え
、
江
差
ニ
シ
ン
の
会
や

江
差
町
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
を
始
め
、
各
団
体

と
連
携
し
、
ニ
シ
ン
食
文

化
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

を
要
す
る
業
務
な
ど
を
事

前
に
具
体
的
に
定
め
、
被

災
に
よ
る
町
自
ら
の
行
政

機
能
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
事
態
に
対
し
、
国
、

道
、
他
の
市
町
村
、
民
間

事
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
多
方
面
か
ら
の
支

援
を
最
大
限
に
生
か
し
、

迅
速
か
つ
効
率
的
な
被
災

者
支
援
の
実
現
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。

　
能
登
半
島
地
震
に
お
け

る
珠
洲
市
へ
の
職
員
派
遣

で
は
、
珠
洲
市
職
員
業
務

軽
減
を
図
る
た
め
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
業
務
や
市
民

窓
口
業
務
な
ど
の
業
務
を

担
当
し
た
。
当
町
に
置
き

換
え
た
場
合
、
被
災
後
は
、

町
民
な
ど
か
ら
様
々
な
要

望
や
意
見
に
対
応
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
珠
洲
市

へ
の
職
員
派
遣
で
得
た
経

験
を
生
か
し
、
対
応
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
エ
コ
ー
で
の
炊
き
出
し

計
画
に
つ
い
て
、
施
設
を

管
理
運
営
す
る
上
で
、
災

害
時
に
炊
き
出
し
が
実
施

　
被
災
自
治
体
が
応
援
職

員
配
置
な
ど
を
決
め
る
受

援
計
画
が
機
能
せ
ず
、
職

員
や
物
資
の
受
け
入
れ
が

滞
り
、
倒
壊
し
た
建
物
の

撤
去
作
業
が
遅
れ
る
要
因

に
な
り
え
る
こ
と
か
ら
、

町
で
の
受
援
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

　
被
災
地
で
は
、
炊
き
出

し
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

た
。
エ
コ
ー
に
は
、
災
害

時
の
一
時
避
難
所
と
し
て

炊
き
出
し
で
き
る
機
能
が

備
え
ら
れ
て
い
る
が
使
用

す
る
計
画
は
。

町
長
当
町
の
受
援
計
画

は
、
令
和
５
年
に
策
定
し
、

江
差
町
地
域
防
災
計
画
に

綴
ら
れ
て
い
る
。
受
援
計

画
の
目
的
と
し
て
、
支
援

問　
エ
コ
ー
を
利
用
し
た
炊
き
出
し
計
画
は

答　
団
体
等
と
協
議
し
実
施
方
法
を
検
討
す
る

無　
会　
派

議
員

小こ
う
め梅　

洋ひ
ろ
こ子

で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
早
期

の
実
施
に
向
け
、
関
係
課

に
お
い
て
、
利
用
団
体
や

近
隣
町
内
会
な
ど
と
も
協

議
を
行
い
、
実
施
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

再
住
民
生
活
の
活
性
化

や
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
団
体
や
個
人
が
集

ま
り
具
体
的
に
少
し
ず
つ

行
動
し
て
い
る
。
そ
の
様

な
団
体
を
利
用
し
、
炊
き

出
し
を
経
験
し
た
い
と
考

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

総
務
課
長
現
場
で
の
思

い
、
苦
労
な
ど
を
、
職
員

と
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
受
援
計
画
が
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
活
用
で
き
る

も
の
と
な
る
よ
う
に
日
々

取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
団
体
と
も
相
談
さ
せ
て

も
ら
い
、
ど
う
い
っ
た
形

が
い
い
の
か
協
議
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

息
づ
く
ま
ち
を
題
材
に
、

各
種
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
町
内
飲
食
店
で
提
供

さ
れ
て
い
る
ニ
シ
ン
料
理

な
ど
を
紹
介
す
る
日
本
遺

産
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
制
作

し
て
お
り
、
引
き
続
き
、

ニ
シ
ン
を
活
用
し
た
各
種

取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ニ
シ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ
事
業
は
、
当
町
と

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
北
海
道
教
育
大
学
函
館

校
の
学
生
が
中
心
と
な

り
、
法
華
寺
通
り
商
店
街

問　
ニ
シ
ン
の
消
費
拡
大
へ
の
対
策
は

答　
イ
ベ
ン
ト
・
飲
食
店
の
提
供
促
進
検
討

小梅　洋子議員

エコー１階の調理場

飲食店や事業所へ配布したニシンの置物
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問　
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
理
由
は

答　
財
源
と
事
業
費
の
差
額
を
埋
め
る
た
め

　
１
問
目
、
令
和
７
年
１

月
改
正
の
中
期
財
政
運
営

方
針
の
財
政
調
整
基
金
で
、

令
和
６
年
か
ら
８
年
に
３

億
円
規
模
を
取
り
崩
す
具

体
的
理
由
を
伺
う
。 

　
２
問
目
、
令
和
７
年
１

月
改
正
の
財
政
基
盤
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
で
、

令
和
４
年
か
ら
６
年
の
３

年
間
の
目
標
計
と
実
績
計

を
対
比
す
る
と
平
均
目
標
、

目
標
達
成
率
は
24
％
で
、

非
常
に
低
い
が
原
因
を
伺

う
。 

　
３
問
目
、
江
差
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

総
合
計
画
の
目
標
に
、
身

の
丈
に
合
っ
た
行
財
政
運

営
と
あ
る
が
、
本
当
に
行

わ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

無　
会　
派

議
員

増ま
す
な
が永　

一か
ず
ひ
こ彦

増永　一彦議員

　
町
が
財
政
的
に
厳
し
い

状
況
の
中
で
、
北
の
江
ノ

島
事
業
が
進
む
と
、
令
和

11
年
か
ら
始
ま
る
起
債
償

還
約
１
億
円
を
ど
の
よ
う

に
捻
出
す
る
の
か
伺
う
。

　
私
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
、
84
％
の

町
民
が
北
の
江
の
島
事
業

を
反
対
し
て
い
る
。
町
民

か
ら
は
過
剰
投
資
、
事
業

他
の
政
策
へ
と
い
っ
た
声

が
あ
っ
た
。
多
く
の
町
民

の
声
を
聞
き
入
れ
、
中
止

を
す
べ
き
で
は
。

町
長
過
疎
対
策
事
業
債

の
活
用
を
想
定
し
た
場

合
、
約
１
億
円
の
元
利
償

還
額
の
７
割
は
普
通
交
付

税
に
よ
り
措
置
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
残
り
の
３

割
、
３
千
万
円
程
が
町
の

実
質
的
な
負
担
と
な
る
。

２
点
目
、
増
永
議
員
が
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
調
査
手
法
、
設

問
の
設
定
な
ど
を
含
め
、

ど
う
い
っ
た
形
で
実
施
さ

れ
た
の
か
正
確
に
は
把
握

な
行
財
政
運
営
に
あ
た
っ

て
こ
ら
れ
た
と
認
識
し
て

お
り
、
ご
理
解
願
う
。

再
昨
年
６
月
の
定
例
会

の
際
に
、
中
期
財
政
運
営

方
針
は
令
和
４
年
か
ら
作

ら
れ
て
２
年
が
経
過
し
、

こ
の
間
、
新
た
な
借
金
や

修
繕
費
を
入
れ
て
見
直
し

し
な
い
か
と
質
問
を
し
た

が
、
副
町
長
は
、
見
直
し

の
答
弁
は
な
か
っ
た
。
な

ぜ
中
期
財
政
運
営
方
針
、

財
政
基
盤
強
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
令
和
７
年
度

に
改
正
し
た
の
か
伺
う
。

副
町
長
実
際
に
こ
の
見

直
し
作
業
に
入
っ
た
の
は

９
月
で
、
こ
の
６
月
時
点

で
は
、
ま
だ
見
直
す
動
き

は
な
か
っ
た
。
具
体
的
に

動
い
た
の
は
10
月
に
入
っ

て
か
ら
で
、
そ
れ
が
先
般
、

お
知
ら
せ
し
た
内
容
と
い

う
こ
と
で
ご
理
解
願
う
。

再
再
今
年
１
月
28
日
の

全
員
協
議
会
で
副
町
長
は
、

中
期
財
政
運
営
方
針
の
中

で
、
財
調
は
10
億
円
を
下

回
ら
な
い
と
説
明
い
た
し

た
が
根
拠
を
伺
う
。

財
政
課
長
早
期
健
全
化

団
体
に
転
落
を
し
た
際
、

窮
地
を
脱
し
た
基
金
残
高

が
10
億
円
程
度
だ
っ
た
。

新
た
な
危
機
も
当
面
そ
の

町
長
１
点
目
、
物
価
高

騰
に
伴
う
物
件
費
、
補
助

費
が
高
止
ま
り
し
、
予
算

全
体
で
補
助
金
や
起
債
等

の
特
定
財
源
と
事
業
費
の

差
額
を
埋
め
る
た
め
、
財

政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

で
対
応
す
る
こ
と
と
し
た

こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

　
２
点
目
、
効
果
額
の
基

準
年
度
が
令
和
３
年
度
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社

会
経
済
活
動
が
制
限
を
受

け
、
先
行
き
不
透
明
な
中

策
定
し
た
も
の
。
令
和
５

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類

に
変
更
と
な
り
、
既
存
の

継
続
事
業
も
順
次
復
活
さ

せ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
３
点
目
、
中
期
財
政
運

営
方
針
の
改
訂
版
で
お
示

し
し
た
と
お
り
、
計
画
書

を
可
能
な
限
り
、
現
実
的

な
将
来
を
見
据
え
た
内
容

に
更
新
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

や
予
算
決
算
の
審
議
を
通

じ
た
議
会
の
皆
様
の
ご
承

認
を
い
た
だ
き
、
安
定
的

し
き
れ
て
い
な
い
。

再
２
月
23
日
道
新
の
全

道
版
に
新
・
道
の
駅
反
対

の
声
拡
大
と
い
う
記
事
が

出
た
。
北
大
・
山
崎
教
授

は
議
会
だ
け
で
良
い
と
い

う
の
は
筋
が
通
ら
な
い
と

記
事
が
あ
っ
た
が
如
何
か
。

町
長
住
民
へ
説
明
す
る

こ
と
を
拒
ん
で
る
つ
も
り

は
毛
頭
な
い
。
財
政
不
安

を
ど
う
解
消
す
る
の
か

を
、
私
の
言
葉
で
説
明
す

る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
、
こ
の
間
、

町
政
運
営
し
て
き
た
。

再
再
事
業
を
実
施
す
る

と
総
起
債
償
還
額
は
７
．

７
億
円
と
な
る
。
全
道
で

実
質
公
債
費
比
率
１
位
の

町
に
す
る
の
か
。

　

昨
年
の
懇
話
会
時
に
、

町
民
か
ら
経
済
効
果
に
つ

い
て
質
問
さ
れ
、
町
長

は
、
事
業
者
が
決
ま
っ
た

段
階
で
提
案
を
受
け
る
と

答
弁
し
た
。
北
の
江
の
島

事
業
の
経
済
効
果
を
把
握

せ
ず
、
ど
ん
ぶ
り
勘
定
で

Ｄ
Ｂ
Ｏ
任
せ
で
22
億
円
の

事
業
を
行
う
の
か
伺
う
。

財
政
課
長
１
番
、２
番
、

優
劣
を
争
っ
て
い
な
い
。

起
債
の
許
可
団
体
１
８
％

を
下
回
る
１
７
％
を
安
定

的
な
財
政
運
営
の
基
準
と

し
て
明
確
に
し
た
も
の
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
で
事
業
者
の

創
意
工
夫
に
よ
り
取
り
組

む
事
業
で
あ
り
、
地
元
の

活
用
を
含
め
様
々
な
配
慮

事
項
を
求
め
て
い
る
。

町
長
い
か
に
財
政
不
安

を
取
り
除
き
、
地
域
の
活

性
化
に
繋
げ
ら
れ
る
か
と

い
う
こ
と
を
、
し
っ
か
り

説
明
し
て
ま
い
り
た
い
。

場
を
脱
せ
る
と
い
う
捉
え

で
10
億
円
を
設
定
し
た
。

副
町
長
早
期
健
全
化
団

体
と
い
う
二
度
と
同
じ
轍

は
踏
ま
な
い
た
め
、
起
債

の
許
可
団
体
に
落
ち
な
い

18
％
を
最
後
の
ボ
ー
ダ
ー

に
し
、
17
％
の
実
質
公
債

費
比
率
を
は
め
込
ん
だ
。

問　
町
民
の
声
を
聞
き
入
れ
て
中
止
す
べ
き

答　
説
明
責
任
を
果
た
し
事
業
を
推
進

北の江の島拠点施設予定地景観
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価
格
を
業
者
が
設
定
す
る

と
い
う
こ
と
か
。

　
ま
た
、
内
容
に
つ
い
て

は
改
め
て
、
町
側
の
意
図

を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
所
見
を
伺
う
。

例
え
ば
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
等
使
っ
て
町
長
自
ら
説

明
す
る
考
え
は
。

副
町
長
広
報
誌
で
周
知

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

事
業
費
に
つ
い
て
、
上
限

額
の
中
で
創
意
工
夫
の
上
、

事
業
者
か
ら
ご
提
案
を
い

た
だ
け
る
と
期
待
し
て
い

る
。町

長
様
々
な
手
段
が
あ

る
と
思
う
が
、
説
明
機
会

は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党

議
員

小お
の
で
ら

野
寺　
真ま

こ
と

小野寺　真議員

と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。

町
長
事
業
費
が
増
加
し

た
要
因
と
し
て
、
資
材
高

騰
、
労
務
費
の
増
加
に
よ

り
、
整
備
基
本
構
想
の
時

点
と
比
較
す
る
と
、
建
設

単
価
が
２
倍
近
く
ま
で
上

昇
し
て
い
る
こ
と
が
一
番

の
要
因
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
計
画
を
進
め
て
い

く
中
で
、
整
備
基
本
構
想

段
階
で
含
め
て
い
な
か
っ

た
実
施
設
計
費
既
存
建
物

の
解
体
工
事
費
、
外
構
工

事
費
、
内
装
工
事
や
遊
具

整
備
費
等
の
整
理
を
行
い

事
業
費
に
含
め
て
計
上
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

ご
理
解
願
い
た
い
。

　
２
点
目
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
公
募
が
行
わ
れ
て

お
り
、
事
業
者
の
提
案
を

待
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

新
た
な
道
の
駅
の
整
備
は

整
備
基
本
構
想
の
段
階
か

ら
、
天
候
な
ど
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
子
育
て
世
代

が
日
常
的
に
集
い
、
交
流

し
憩
う
場
と
す
る
べ
く
、

子
供
の
遊
び
場
を
中
心
に

　
１
点
目
、
基
本
構
想
の

施
設
規
模
、
事
業
費
概
算

は
約
８
億
、
こ
れ
が
現
時

点
で
２
１
億
６
，
８
０
０

万
円
と
約
３
倍
と
な
っ
て

い
る
が
、
し
っ
か
り
と
し

た
説
明
が
な
か
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
財
源
の
半

分
が
補
助
金
と
は
言
え
、

事
業
費
が
大
き
い
と
考
え

る
。
建
物
が
大
き
く
な

れ
ば
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、

大
規
模
改
修
等
も
含
め
て

お
金
が
か
か
る
と
思
う
が

所
見
を
伺
う
。

　
２
点
目
、
子
供
の
遊
戯

施
設
に
つ
い
て
人
口
規
模

等
々
を
踏
ま
え
、
財
源
に

見
合
っ
た
遊
具
施
設
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
も

含
め
て
、
検
討
す
べ
き
だ

問
　
施
設
規
模
や
事
業
費
の
周
知
が
必
要
で
は

答
　
広
報
誌
も
含
め
周
知
方
法
を
検
討
す
る

　
厚
生
労
働
省
は
障
が
い

者
や
そ
の
家
族
の
方
が
緊

急
時
の
迅
速
・
確
実
な
相

談
支
援
の
実
施
、
障
が
い

者
等
の
地
域
で
の
生
活
を

支
援
す
る
目
的
で
、
地
域

生
活
支
援
拠
点
整
備
を
進

め
て
お
り
、
江
差
町
は
こ

の
間
、
南
檜
山
圏
域
で

整
備
予
定
と
し
て
い
た

が
、
委
託
を
検
討
し
て
い

た
法
人
が
受
託
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
、
別
な
形
の

整
備
を
行
う
と
し
て
い
る

が
、
経
過
と
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長
当
初
南
檜
山
圏
域

５
町
で
、
拠
点
を
江
差
町

内
の
社
会
福
祉
法
人
に
委

託
の
方
向
で
、
共
同
で
設

置
す
る
こ
と
で
準
備
を
進

め
て
い
た
が
、
法
人
よ
り

拠
点
整
備
は
人
員
不
足
か

ら
受
託
は
不
可
能
と
の
回

答
が
あ
り
、
委
託
と
は
別

な
方
法
で
拠
点
整
備
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

　
江
差
町
を
含
む
他
の
４

町
は
引
き
続
き
南
檜
山
圏

域
で
の
設
置
の
意
向
は
示

し
て
い
る
が
、
協
議
の
中

で
も
具
体
的
な
整
備
案
が

ま
と
ま
ら
ず
、
整
備
時
期

は
未
定
の
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
江
差
町
と
し
て
は
、

町
単
独
で
の
整
備
も
視
野

に
入
れ
、
南
檜
山
圏
域
各

町
と
令
和
７
年
度
の
生
活

支
援
、
地
域
生
活
支
援
拠

点
整
備
連
絡
会
で
協
議
を

進
め
、
出
来
る
だ
け
早
期

に
整
備
す
る
方
向
で
考
え

て
い
る
。

再
出
来
る
だ
け
早
期
と

は
、
具
体
的
に
い
つ
頃
を

予
定
し
て
い
る
の
か
。

副
町
長
令
和
７
年
度
内

に
方
針
を
示
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
ご
理
解
願
う
。

再
再
単
独
、
広
域
ど
ち

ら
が
望
ま
し
い
か
の
協
議

も
必
要
だ
が
、
早
期
の
整

備
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
所
見
を
伺
う
。

町
長
町
と
し
て
は
広
域

で
行
っ
て
い
く
べ
き
と
考

え
て
い
る
が
、
町
と
し
て

ど
う
い
う
体
制
を
と
る
べ

き
な
の
か
、
し
っ
か
り
意

思
を
固
め
た
上
で
、
体
制

を
整
え
る
べ
く
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

た
め
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

問
　
地
域
生
活
支
援
拠
点
整
備
の
進
捗
状
況
は

答
　
体
制
等
を
踏
ま
え
早
期
の
整
備
を
検
討

据
え
つ
つ
、
大
人
の
ニ
ー

ズ
も
捉
え
た
施
設
と
す
る

こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
進

め
て
き
て
お
り
、
子
供
の

遊
戯
施
設
は
新
た
な
道
の

駅
に
と
っ
て
の
集
客
の
核

と
な
る
機
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
江
差
町
で
示
し
た

コ
ン
セ
プ
ト
を
踏
ま
え
、

経
済
性
収
益
性
ま
で
考
え

た
施
設
整
備
や
施
設
管
理

運
営
に
つ
い
て
事
業
者
に

ご
提
案
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
た
め
ご
理
解

願
い
た
い
。

再
今
後
、
事
業
者
か
ら

応
募
が
あ
る
と
思
う
が
、

一
般
競
争
入
札
等
と
は
違

い
色
ん
な
条
件
を
用
い
て

お
り
、
必
ず
し
も
安
い
金

額
が
決
定
す
る
と
は
限
ら

な
い
と
考
え
る
。
適
切
な

道の駅いわて北三陸の屋内遊具
（社会文教常任委員会視察より）

江差町議会だより 14

定

例

会

議
案
審
議

行
政
報
告

一
般
質
問

臨

時

会

委

員

会



委員が LINE予約を行い江差マース試乗 ㈲桧山ハイヤーとの意見交換 函館バス㈱ーとの意見交換

　総務産業常任委員会は、令和５年第３回定例会で事務調査をおこし、担当課とのヒアリング、江差マースへの
試乗、㈲桧山イヤー並びに函館バス㈱と意見交換をおこない、調査をした結果について次のとおり報告した。

■調査の目的
　　当町における公共交通体系は、函館バス㈱が道南各地を結ぶ広域交通や町内のバス路線を運行しているほか、

㈲桧山ハイヤー等が町内の末端交通としての役割を担って来た。
　　ここへ来て、乗客数の減少や運転者の成り手不足が顕著となっており、それを補うべく当町においては、令

和３年度から江差マースの実証実験が開始され、令和６年８月から本格運行が実施されているが、現在のとこ
ろ週３回の運行であり様々な課題も見受けられる。

　　地域公共交通政策は、町づくりにおいて根幹を成すものであり、高齢者の自動車運転免許返納時における移
動手段の確保等、町民の利便性を考慮した持続的な公共交通維持が求められる。

　　当委員会では、地域公共交通のうち、特に身近な町内交通に焦点を当て、現状と将来課題について調査する
こととした。

■意見
　１．江差マースについて
　　・江差マースの良さについて、今後も町民への周知徹底を図り、週７日運行も含めてより利便性を追求しな

ければならない。
　　・運行事業者は、江差マース事業の継続・充実への意欲を持っており、引き続き地域内交通の担い手として

運行が継続出来るように、町としても応分の協力が必要である。

　２．路線バスの運行について
　　・利用者の減少や運転手不足により、路線バスを取り巻く環境は非常に厳しいものがあり、高齢者等の交通

弱者の移動手段を確保するために、これ以上の路線廃止・減便は避けなければならない。
　　・事業者のコスト削減努力を前提に、町としてはバス運行事業者からの事業継続のコストを真摯に受け止め、

支援していく必要がある。

　３．ライドシェアについて
　　・意見交換した両社とも、車両整備、運転資格、事故対応等、その安全性について疑問を持っており、制度

が成熟し定着するまで経過を静観するのが望ましい。

　４．江差高校前の路上駐車について
　　・江差高校生のマイカー送迎による路上駐車は、江差・上ノ国方面が多く、その原因の一つに厚沢部町・乙

部町で実施している通学定期券補助を行っていないことが考えられる。
　　・バス利用者を増加させ、駐車車両を抑制するために、当町においても通学定期券補助金支給を検討する必

要がある。

　５．国に対する要望について
　　・少子高齢化や人口減少が一層進む中で、江差マースを公共交通の柱として持続・発展させて行くためには、

国の財政支援が不可欠である。
　　・当町として、国に対して公共交通を守る上で、国の果たす責任が大きいこと、国の財政支援策をこれまで

以上に拡充することを要望していくこと。

総務産業常任委員会
『地域公共交通に関する事務調査』
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江差町議会第１回定例会　賛否一覧（全員一致の議案を除く）

常任委員会事務調査継続中！常任委員会事務調査継続中！
社会文教常任委員会　『少子化における学校教育に関する事務調査』

議　　　件　　　名

増
永　
一
彦

大
門　
和
幸

田
畑　
豊
利

出
﨑　
太
郎

西
海
谷　
望

小
梅　
洋
子

室
井　
正
行

小
野
寺　
真

飯
田　
隆
一

打
越
東
亜
夫

塚
本　
　
眞

採決
結果

議案第 31 号 江差町性の多様性の尊重に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 19 号 江差町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 ７号 令和７年度江差町一般会計予算について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第８号 令和７年度江差町国民健康保険費特別会計予算について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第９ 号 令和７年度江差町後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 16 号 江差町財政調整基金の処分について × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 34 号 令和７年４月１日から同年４月３０日までの間における町長
及び副町長の給料の減額に関する条例の制定について × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発 議 第２号 持続可能な学校の実現をめざす意見書の提出について ○ × 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

発 議 第 ３ 号 物価上昇を上回る年金額引上げを求める意見書の提出について ○ × 欠 ○ × × × ○ ○ ○ ○ 可決

（凡例：賛成：〇　　反対：×　　欠席：欠）

出欠状況をお知らせします！出欠状況をお知らせします！
令和７年 1月 1日から 3月 31日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

○：出席　▲：欠席（公務）　●：欠席（中の数字：1傷病・2出産・3育児・4看護・5介護・6私用）

会 　 議 　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員 委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員 委  員
出
﨑
　
太
郎

塚
本
　
　
眞

打
越
東
亜
夫

小
野
寺
　
真

増
永
　
一
彦

大
門
　
和
幸

西
海
谷
　
望

飯
田
　
隆
一

室
井
　
正
行

小
梅
　
洋
子

田
畑
　
豊
利

萩
原
　
　
徹

第 １ 回 定 例 会 3月 5 日 ○ ○ 早退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3月 6 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 早退 ○

第 １ 回 臨 時 会 1月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❻ ○ ○ ○

第 ２ 回 臨 時 会 3月24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 １ 回 全 員 協 議 会 1月 9 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第２回全員協議会 1月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❻ ○ ○ ○
第３回全員協議会 1月28日 ○ ○ ○ ❶ ○ ○ ○ ○ ❶ ○ ○ ○
第 ４ 回 全 員 協 議 会 2月17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
総務産業常任委員会 2月12日 ○ ○ ○ ○ ○
社会文教常任委員会 1月 ９ 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 会 広 報 特 別 委 員 会
1月14日 ○ ○ ○ ○ ○
1月20日 ○ ○ ❻ ○ ○
3月27日 ○ ○ ○ ○ ❻

住民投票条例審査
特 別 委 員 会 3月25日 ○ ○ 早退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 会 運 営 委 員 会
1月16日 ○ ○ ○ ○ ❻ ○
2月14日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2月25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
3月14日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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全員協議会を開催しました！
●　第１回　議会全員協議会
　・第６次江差町総合計画後期基本計画について
　・国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金について

●　第２回　議会全員協議会
　・税務課の不適正事務について

●　第３回　議会全員協議会
　・パートナーシップ制度について
　・「中期財政運営方針」及び「財政基盤強化に向けた取り組み」の中間評価に伴う改定について

●　第４回　議会全員協議会
　・令和７年度江差町予算概要について
　・令和７年度一部事務組合予算概要について
　・�北の江の島拠点施設（仮称）道の駅「かもめ島」整備事業（募集要項・要求水準書）案について

　

１
月
16
日
に
第
１
回
臨
時
会

が
行
な
わ
れ
、
一
般
会
計
の
補

正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
、
閉
会
し
ま

し
た
。

【
第
１
回
臨
時
会
】

◎
補
正
予
算

◇�

令
和
６
年
度
低
所
得
世
帯
物

価
高
騰
支
援
給
付
金
事
業

５
，
１
３
０
万
９
千
円

◇�

児
童
手
当
シ
ス
テ
ム
改
修
（
児

童
手
当
の
異
次
元
の
少
子
化

対
策
）

１
７
万
２
千
円

◇�

“
エ
エ
町
江
差
〟
み
ん
な
の
商

品
券
事
業４

，
５
３
６
万
７
千
円

◇
図
書
館
資
料
整
備　

１
０
万
円

◎
そ
の
他

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
�（

令
和
６
年
度
町
道
五
厘
沢
山

崎
線
道
路
改
良
工
事
）

　

３
月
24
日
及
び
27
日
に
第
２

回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

原
案
に
つ
い
て
は
賛
成
少
数
に

よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
２
回
臨
時
会
】

「
か
も
め
島
の
道
の
駅
建
設
計
画

の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」

３
月
24
日

◇�

理
事
者
よ
り
提
案
理
由
説
明

及
び
本
条
例
制
定
に
対
す
る

意
見

◇�

条
例
制
定
請
求
代
表
者
へ
の

意
見
を
述
べ
る
機
会
の
付
与

　
※
代
表
者
：
田
畑
豊
利
氏

◇�

か
も
め
島
の
道
の
駅
建
設
計

画
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票

条
例
審
査
特
別
委
員
会
へ
付

託
　
（
議
長
を
除
く
11
名
の
委
員
）

３
月
27
日

◇�

か
も
め
島
の
道
の
駅
建
設
計

画
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票

条
例
審
査
特
別
委
員
会
報　

～
反
対

◇
討
論

　
賛
成　
飯
田
議
員
、
増
永
議
員
、

　
　
　
　
田
畑
議
員

　
反
対　
西
海
谷
議
員
、

　
　
　
　
大
門
議
員
、

　
　
　
　
小
野
寺
議
員
、

　
　
　
　
塚
本
議
員

◇
採
決　
起
立
（
賛
成
）
少
数

　
　
　
　
「
否
決
」

臨 

時 

会
　
ど
う
な
っ
た
？

住民投票条例採決の様子
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議会からのお願い　議会だより取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

議会の動き議会の動き
◆第１回全員協議会
◆社会文教常任委員会
◆議会広報特別委員会
◆檜山広域行政組合議会運営委員会
　（小野寺議員）
◆檜山広域行政組合議会第１回臨時会
　（小野寺議員、出﨑議員）
◆江差町議会議員会臨時総会
◆議会運営委員会
◆第１回臨時会
◆第２回全員協議会
◆議会広報特別委員会
◆第３回全員協議会
◆檜山町村議長会定例議長会
　（江差町：議長）

◆総務産業常任委員会
◆議会運営委員会
◆第４回全員協議会
◆議会運営委員会

◆第１回定例会

◆議会運営委員会
◆第２回臨時会（１日目）
◆江差町・上ノ国町学校給食組合議会
　第１回定例会（田畑議員、増永議員）
◆南部桧山衛生処理組合議会全員協議会
　（西海谷議員、大門議員）
◆南部桧山衛生処理組合議会第１回定例会
　（西海谷議員、大門議員）
◆檜山広域行政組合議会運営委員会
　（小野寺議員）
◆檜山広域行政組合議会第１回定例会
　（小野寺議員、出﨑議員）
◆住民投票条例審査特別委員会
◆第２回臨時会（２日目）

1月9日

1月14日
1月15日

1月16日

1月20日
1月28日

2月12日
2月14日
2月17日
2月25日

3月5日
　～6日
3月14日
3月24日

3月25日
3月27日

☆ む～す～んで、ひ～ら～いて
　4月5日　午前10時　ちょっぴり緊張しながらお母
さんと入場。
　手遊びや先生方によるアンパンマン遊戯で盛り上が
り、最後にお菓子をもらって大満足。
　元気に、楽しい園生
活を送って下さい。
　江差町議会は、「未
来の若者たち」を応援
してます。

今 号 の 表 紙

（撮影者：増永　一彦　議会広報特別委員会委員）

　

　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴すること
ができます。
　皆様の傍聴をお待ちしております。

みんなみんなのの議会 傍聴議会 傍聴しませんかしませんか
次の定例会は次の定例会は６６月月です。です。日程は日程は

ホームページホームページでお知らせします。でお知らせします。

　

　定例会の日程、審議内容の他、平成24年度
以降の会議録を閲覧することができます。議会
だよりへの掲載は、紙面の都合上、一部省略し
ております。詳しくはHPにてご確認願います。

（議会HPアドレス）
https://www.hokkaido-esashi.
jp/gikai/gikai.html

議会ホームページをご覧下さい議会ホームページをご覧下さい

議会インターネット配信をご覧ください議会インターネット配信をご覧ください
　議会定例会・臨時会を、動画配信サイト YouTube（ユーチューブ）でご視聴いただけます。
１ スマートフォン・タブレットから
① 右の QR コードを読み取る
② メニューから、動画を選びタップ

２ QRコードが読み取れない・パソコンから
① 動画配信サイト YouTube を検索しサイトに入る。
② 検索画面で「江差町議会」と入力し検索する。
③ 視聴したい動画を選びクリックする。

この用紙は、原材料の一部に
道産間伐材を使用しています
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